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. いつ老翁か１ 岫個鶏‰じ 一白ﾂﾞｽ膀゙仔

地 は お の ず か ら 実 を 結 ば せ る も の で 、 初 め に芽 、 つ ぎ に 穂 、 つ ぎ に 穂

の 中 に 豊 か な 実 が で きる 。

口語訳聖書・マルコによる福音書４章28

あ る人 が種 を まい た種 は、 その人 が知 らない問 に成長 し、初 めに芽が出、つ ぎ

に穂 を伸ばし、 やがて、 その穂 の中 に、多 くの実を結んだ。 その人 は、大喜 びで

かまを入れ、実を刈 り取っ た、 という風に語られています。

その人 の 「知 らない中に」 とい うところが一つ のポイントでし ょう。種 そのも

のの中に＜生命力 ＞が溢れてい ます。 その生命力が、種 を成長させてゆくので す。

「初めに芽、つ ぎに穂、つ ぎに穂の中に豊かな実がで きる」 とも書かれてい ます。

ここがJこつ日のポイントでしょう。種 が芽生 えたばか りなのに、 すぐ実を期待す

ることはで きません。種 の成長 には、お のずから＜順序 ＞とい う法則が存在する

のです。 そして、終 わりに「実 がで きる」 と書かれてい ます。 そこには＜実 り＞

の喜びが隠されてい ます。 これが、 このたとえの三つ 目のポイントではない かと

思うのです。 このたとえの真理 を、世 の親や保育者が知って くださったら、 どん

なに素|1111らしいことだろうかと思うのです。

于どもの教育の中で、私たちは繰 り返し、一つの思い違い に陥 ります。子 ども

自体の中に．III能性 と生命力がある、 ということを忘れてし まうことです。

何もない ところから、子どもの人間形成をやってゆくので はないのです。 すで

に １り･えられてい る もの」 が、 子 どもの中 に存在してい るので す。種 の中 には

・ 生 命力 ・が宿・Jていて、租 を成長させ、実らせ ることがで きるのです。 このこ

とを| 信じ1･、れる１ 人は幸いです。 子 どもを見つ め直 す時、 子 どもは私 たちに、

その唯 命力とI･1能性 を開いて見せて くれるでし ょう。種から芽、芽 から穂、穂 か

ら実 り、とい う順序 を飛 び越えることはで きません。 子 どもの成長 も同様です。

幼なr･ の時代には、幼な子の時代に十分味わわせなければならない ものがあ ります。

以 降に・ 火 り＞のことを考えてみまし ょう。教育は何を目指すべきでしょうか。

仏たちは、聖書により「わたしたちは互い に愛し合おうではない か。愛 は、神 か

ら出 たものなのである」（ヨハネの第一の手紙4:7 ） と教えられてい ます。 ここに、

教fr の以 後の目標があ り＜実 り＞があります。子どもの＜成長 ＞の旅は「愛 する」

ことにおいて、最後 の＜実 り＞に達し ます。 皆さんの愛 する子 どもたちが、良 き

・ 火 りし・を得ることができますように。

岡本不二夫・執筆　当時・日本キリスト教団平塚教会牧師　附属平塚二葉幼稚園園長

1986年「キリスト教保育」誌10月号より

一郎?iM ／111杓してあります。新共同訳聖=;IFでは、マルコによる福音?Ｍ:28です。

幼
子
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
へ

ぐy

０

ぴ

子

尹

ぬ

分
幣
軋
平

ぺ
」
）
ぴ

ぬ



キリスト教保育
第631 号10 月号

年主題

共に喜んで
～すべての歩みの中～

幼
子
と
と
も
に
キ
リ

ス
ト
へ

目
次

〈
巻
頭
言
〉

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
拓
く

子
ど
も
の
未
来

遠
藤
利
彦

〈
論
説
〉

愛
と
配
慮
を
必
要
と
す
る
者
た
ち
の
存
在

に
よ
っ
て
世
界
は
保
た
れ
る（
１
）

佐
治
由
美
子

子

ど
も
と
賛
美
す

る
た
め
に

〈
小
論
〉

ご

っ
こ
遊
び
を
考
え
る

前
田
和
代

聖
書
に
き
く
・
お
話

後
宮

敬
爾

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】

1
0月
　
月
の
ね
が
い
表

心
に
と
め
て

寺
田
千
栄

Ｏ
　

・

１

・
２

歳

児

阿
久
根
め
ぐ
み
こ
ど
も
園

実

践
か
ら
の
学
び

布
村
志
保

心
に
と
め
て

大
漉
知
子

３

・
４

・
５
歳
児

雪
ヶ
谷
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園

実

践
か
ら
の
学
び

清
水
真
理

２３４６1520 1641　36　33　32　24　24　23

〈
連

載

〉

保
育
者
す

る
人

々

1
2の
エ
ー
ル
　
石
丸
へ

の
昌
彦

〈
新
連
載
〉

音
楽

っ
て
、
す
ご
い
！

楽
器

っ
て
、
す
て
き
！

図
書
紹
介

安
心
院
敏
子

児
玉
芽

日
福
　
口
福
　
耳
福

中
野
冨
美
子

礼
拝
の
お
話

小
石
渾
麻
美

風

山
中
正
雄
／
編
集
子

星
野
牧

連
盟
だ
よ
りノ

桃
原
和
子

424461　　60　　49　　48　　47

長縄えいこ

松成真理子

野田美佳

田中根子

長野祥三

中畝治子

金井ユリ

表紙絵

カット
孫ヽ

癖 ゛


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


